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《ブラジルの政策金利》 

《ブラジルレアルの対円推移》 

 景気については、後退期入りしているとの見方が広がっ
ています。特に主要産業である自動車では輸出の減少が
続いています。個人消費も9月はプラス（前年同月比）に
転じましたが、まだ低調です。 

 経済失政を問われている大統領は信任回復のため民
間金融機関幹部を次期財務大臣に起用することを決めて
います。現在同国のインフレ率はインフレターゲットの上
限（6.5％）近辺にあります。金融引き締め政策の強化によ
り早期の鎮静化を目指すとみられます。 

 為替レートについては、下落場面では政府・中央銀行の
自国通貨買いに支えられると考えられますが、当面は、
神経質な動きが続くとみています。 

 状況によっては、安全資産選好の動きが強まる局面が
あることも考えられるため、当社でも引き続き同国に関わ
る市況動向を注視してまいります。 

 

ブラジルの金利引き上げについて 

（期間 2010年1月1日 ～ 2014年12月3日） 
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《政策金利引き上げの背景》 

(年/ 月） 

（期間 2010年1月1日 ～ 2014年12月3日） 

 出所 ： Bloombergより明治安田アセットマネジメント作成 

ブラジル中央銀行は12月3日（現地時間）の金融政策委員会において全員一致で政策金利の0.50％引き上げを決めま
した。これで同国の政策金利（翌日物国債レポ取引金利：Selic）は11.75％となりました。引き上げは2会合連続となりま
す。市場関係者の事前予想では0.25％の引き上げ幅にとどまるとの見方もありましたが、前回を上回る引き上げ幅と
なりました。実施後の金融、為替市場への影響は限定的となっています。 

2014年12月4日  

《今後の見通し》 

 11月28日（現地時間）に発表されたブラジルの7～9月期
GDPは前年同期比-0.2％でした。景気の後退から抜け出
せない状況下での今回の利上げ実施の背景としては、依
然として前回の利上げと同様に、①インフレ抑制、②自国
通貨の安定が挙げられます。 

 

①ブラジルでは、通貨安による輸入物価の高止まりや財
政支出の拡張によりインフレ率が依然として高い水準に
とどまっています。 

 

②ブラジル・レアルは、中東・ウクライナなどの地政学的リ
スクによる新興国からの資金逃避の動きが一旦収束し
た後も、下振れしやすい変動率の高い状態が続いてい
ます。 
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 出所 ： Bloombergより明治安田アセットマネジメント作成 


